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水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
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げ
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分
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め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和６年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

流域治水の広報

〇田んぼ等の農地を活用した流出抑制対策の促

進（蘭越町、倶知安町）

○防災指針（立地適正化計画）の作成（倶知安町）

〇施設の浸水想定区域外への移転を検討（蘭越町）

○要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避

難の実効性確保（振興局、流域7町村）

〇住民一人一人の避難計画・情報マップ作成促進を

検討（小樽開建、振興局、流域7町村）

○小中学校への防災教育の実施（小樽開建、振興

局、気象台、流域7町村）

○住民を対象とした防災講演会の開催（小樽開建、

振興局、気象台、流域7町村）

○「尻別川新聞」で、流域治水に関する啓

発活動を実施（小樽開建）

○流域町村の広報誌で防災に関する啓発

活動を実施（流域7町村）

○災害時の応援協定と情報伝達

（小樽開建、振興局、流域7町村）

○水害リスクの高い箇所の共同点

検を実施（小樽開建、振興局、蘭

越町）

○水防活動に関するチラシ・ポス

ターを作成し、公共施設へ設置

（蘭越町、ニセコ町）

○浸水想定区域の周知（流域7町村）

○ハザードマップの更新（流域7町村）

○防災無線や防災アプリを活用して住

民へ情報提供（流域7町村）

○宅地建物取引等に係わる災害リスク

情報等の提供（ニセコ町、倶知安町）

リスク情報等の提供

教育活動

水災害対策の支援

計画策定

○住民参加型の避難訓練を実施（流域7町村）

○水防工法実技訓練の実施（小樽開建、振興局、

蘭越町）

○尻別川の洪水を対象とした情報伝達訓練の

実施（小樽開建、気象台）

〇タイムラインを活用した訓練の実施（小樽開建、

振興局、気象台、流域7町村）

訓練活動

水防活動の支援

尻別川流域治水協議会

参考様式



#2

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援

｜地域｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

浸水想定区域の周知、ハザードマップの更新、防災無線や防災アプリを活用して住民へ情報提供

宅地建物取引等に係わる災害リスク情報等の提供

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保、住民一人一人の避難計画・情報マップ作成促進を検討

防災指針（立地適正化計画）の作成、施設の浸水想定区域外への移転を検討

参考様式
令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

水防工法実技訓練

情報伝達訓練

田んぼ等の農地を活用した流出抑制対策の促進

水害リスクの高い箇所の共同点検

「尻別川新聞」で、流域治水に関する啓発活動、広報誌で防災に関する啓発活動

避難訓練の実施、タイムラインを活用した訓練の実施◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎流域治水の広報
｜地域｜個人｜企業・団体｜

災害時の応援協定と情報伝達、水防活動に関するチラシ・ポスター作成

防災教育の実施、防災講演会の開催


